
・光波長標準

・光通信帯
波長、パワー標準

・大容量
ｺﾝﾃﾞﾝｻ標準

整備した600種の国家計量標準

・光屈折率標準

IT・電気

・ナノ寸法標準
・ナノ粒径標準

ナノテク・材料

ﾊﾞｲｵ・医療

・ナノ標準化
リスク評価

・ナノ計測標準

長さ、時間、温度、質量、電気、光、物質量

計量標準のニーズの拡がり

産業の国際展開

25
nm

参考資料７

・動的試験評価
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・ｺﾝﾃﾞﾝｻ容量標準

ｺﾝﾃ ﾝｻ標準

・EMC、ミリ波
レーダー用
電磁波標準

・電磁波強度標準
・ガンマ線
医療標準

環境

ｲｵ 医療

・RoHS標準

・アミノ酸

・食品安全
重金属・有機金属
有機汚染物質

・海水栄養
塩標準物質

・臨床関連標準
純物質標準物質
（中性脂肪、DNA（定量）・・・）

血清標準物質

ライフイノベーショングリーンイノベーション

・微小流量標準

・バイオ燃料標準

・LED照明用
測光標準

Ｈ２

・気体高圧力標準

・REACH標準
・温暖化ガス

・超音波標準

・室内環境ガス



●産業の国際展開を支える計量標準

ナノデバイス・ナノ材料の開発・利用に資する計量標準

種類 項目 供給範囲
2014

年度ま
で

2020
年度ま

で

幾何学量 線幅（パターン寸法）
2014年度まで：50 nm～0.5 μm
2020年度まで：10 nm～0.5 μmへ範囲拡大

◎ ○

固体物性 薄膜熱物性標準物質
2014年度まで：薄膜熱拡散率成果普及品100nm
2020年度まで：薄膜熱伝導率成果普及品100nm

◎ ○

粒子・粉体特性 粒径分布
2014年度まで：粒径分布幅(30 - 300 nm)、粒径(10-30 nm)
2020年度まで：粒径分布測定器、粒径(1-10 nm)

◎ ○

先端材料標準物
質

ナノ粒子標準物質

2014年度まで： dav=100 nm σ=10% 粒径・粒径分布、SLS有機溶媒系、
dav=200 nm σ＞15% 粒径・粒径分布、SLS水系
2020年度まで：シングルナノ(<10nm）、シングルナノ（<5nm）
2014年度までにナノ安全試験用標準物質

◎ ○

2014年度まで：Si基板中As量（～1E15As/cm2程度）、Si基板上のHｆ物
質量（2nm相当） 陽電子寿命測定用金属系標準物質

●ライフ・イノベーションの実現を支える計量標準

医療の信頼性確保に資する計量標準

種類 項目 供給範囲
2014

年度ま
で

2020
年度ま

で

放射線
治療用小線源水吸収線
量標準

2014年度まで：β線源水吸収線量標準
2014年度まで：I-125密封小線源標準
2020年度まで：Ir-192HDR小線源標準

◎ ○

臨床検査用標準 臨床検査用低分子化合
2014年度まで：純物質（ステロイドホルモン類、トリオレイン）、血清（ステ
ロイドホルモン類） ◎ ○

●グリーン・イノベーションの実現を支える計量標準

新エネルギー源の利用に資する計量標準

2014 2020

第3期中期計画期間の計量標準整備計画
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先端材料標準物
質

ナノ機能物質
質量（2nm相当）、陽電子寿命測定用金属系標準物質
2020年度まで：半導体材料組成、多孔質薄膜標準物質 、半導体材料組
成範囲拡大

◎ ○

幾何学量 線幅（パターン寸法）
2014年度まで：50 nm～0.5 μm
2020年度まで：10 nm～0.5 μmへ範囲拡大

◎ ○

固体物性 薄膜熱物性標準物質
2014年度まで：薄膜熱拡散率成果普及品100nm
2020年度まで：薄膜熱伝導率成果普及品100nm

◎ ○

物質 物標準
ロイドホルモン類）
2020年度まで：血清（その他ホルモン類）

◎ ○

臨床検査用標準
物質

核酸標準物質 2014年度まで：DNA（定量用）、RNA（定量用）、メチル化DNA ◎

臨床検査用標準
物質

臨床検査用タンパク質・
ペプチド標準

2014年度まで：C反応性蛋白溶液（新規値付け）、血清（インスリン関連
ペプチド）
2020年度まで：対象物質の拡大

◎ ○

臨床検査用標準
物質

アミノ酸標準物質 2014年度まで：純物質（アラニン、ロイシン、アルギニン、リジン） ◎

種類 項目 供給範囲 年度ま
で

年度ま
で

流量 気体小流量 2014年度まで：0.005 g/min～100 g/min, H2、都市ガス ◎

直流･低周波
蓄電池・キャパシタ
の内部インピーダン
ス

内部インピーダンス：10 mΩ～100Ω/ 1 kHz以下
2014年度まで：不確かさ 0.5%
2020年度まで：不確かさ 500 ppm

◎ ○

高純度物質、
標準液

液体燃料中成分(バ
イオ燃料以外)

2014年度まで：硫黄分析用標準液, 軽油中硫黄, ガソリン中硫黄,
2020年度まで：チオフェン, ジブチルスルフィド

◎ ○

省エネルギー技術の開発・利用に資する計量標準

種類 項目 供給範囲
2014

年度ま
で

2020
年度ま

で

測光量・放射量 高強度LED全光束 2014年度まで：10 lm～200 lm、UV-LED ◎

固体物性 熱流密度・熱伝導率
2014年度まで：熱流密度標準
2020年度まで：比較的低い熱伝導率の標準物質又はデータ

◎ ○
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http://www.nmij.jp/info/planning/


